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復
曲
能
〈
菅
丞
相
〉
の
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

平
安
朝
文
学
、
古
典
芸
能

丞
相
の
柘
榴
く
わ
つ
と
吐
き
給
へ
る
と
こ
ろ
を
打
つ
」
と
あ
る
の
が
、
こ
の
〈
菅
丞

相
〉
後
シ
テ
で
の
使
用
を
前
提
に
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、〈
菅
丞
相
〉
は
上
演
の
絶
え
た
廃
曲
で
あ
り
、
こ
れ
を
換
骨
奪
胎
し
て
新
作

さ
れ
た
現
行
曲
〈
雷
電
〉
は
前
シ
テ
が
本
来
は
童
子
（
現
行
で
は
三
日
月
や
怪
士
）、

後
シ
テ
で
は
顰
の
面
を
常
用
し
、
前
後
と
も
通
例
だ
と
大
飛
出
は
用
い
な
い
か
ら
、

「
菅
丞
相
の
柘
榴
く
わ
っ
と
吐
き
給
へ
る
」
容
貌
と
し
て
飛
出
の
面
を
用
い
る
例
は
、

現
在
で
は
跡
を
絶
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
天
神
説
話
を
扱
う
古
作
の
番
外
曲
に
は
二
曲
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
〈
一
夜
天
神
〉（
異
名
〈
星
天
神
〉）
で
、
現
存
本
で
は
菅
原
道
真
が
没
し
霊

廟
・
安
楽
寺
（
現
天
満
宮
）
の
あ
る
太
宰
府
を
舞
台
に
、
明
星
を
本
地
と
す
る
天
神

が
出
現
し
て
遊
舞
を
見
せ
る
趣
向
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
存
は
改
作
異
本
で
あ
り
、

こ
れ
と
は
別
に
今
は
散
逸
し
た
同
名
異
曲
が
存
在
し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
天
神
説
話
で
「
一
夜

0

0

」
と
言
え
ば
、
絵
画
化
さ
れ
て
「
綱
敷
天
神
」
と
し

て
知
ら
れ
る
憤
怒
の
形
相
「
一
夜

0

0

白
髪
の
御
影
」
が
連
想
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
無
実
の
罪
に
憤
激
す
る
あ
ま
り
一
夜
に
し
て
白
髪
に
変
じ
た
菅
公
怒
り

の
姿
を
描
く
、
天
神
画
像
の
き
わ
め
て
著
名
な
一
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
を
念
頭
に
置

く
と
、〈
一
夜
天
神
〉
と
曲
名
を
据
え
た
場
合
、
現
存
〈
一
夜
天
神
〉
＝
〈
星
天
神
〉

の
よ
う
に
憤
怒
の
演
技
を
見
せ
ず
神
体
の
遊
舞
に
終
始
す
る
内
容
で
は
落
ち
着
か
な

い
。
つ
ま
り
、
恐
ろ
し
い
白
髪
の
怨
霊
が
登
場
す
る
今
や
散
逸
し
た
別
作
〈
一
夜
天

神
〉
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
察
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
想
像
は
後
述

『
舞
藝
六
輪
次
第
』
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。

　

天
神
説
話
を
扱
う
番
外
曲
二
曲
の
内
、
別
の
一
つ
が
〈
菅
丞
相
〉
で
あ
る
。
こ
ち

ら
は
前
場
の
詞
章
に
「（
ワ
キ
）
鬢
髪
さ
ら
に
引
き
変
へ
て
眉
に
も
霜
の
翁
と
は
、

何
し
に
な
ら
せ
給
ふ
ら
ん
。（
シ
テ
）
思
ひ
の
あ
れ
ば
一
夜
に
も
白
髪
と
な
る
は
理

復
曲
能
︿
菅
丞
相
﹀
の
新
演
出
に
つ
い
て

田
村
良
平＊

（
村
上　

湛
）

　

去
る
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
五
月
二
十
六
日
、
東
京
・
国
立
能
楽
堂
に

お
け
る
「
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演
・
復
曲
再
演
の
会
」
で
、
作
者
不
明
の
古
作
〈
菅

丞
相
〉
の
新
演
出
を
担
当
し
た
。
シ
テ
を
勤
め
た
大
槻
文
藏
氏
（
同
年
、
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者
個
人
指
定
＝
人
間
国
宝
と
な
ら
れ
た
）
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
能
は
演
出
資
料
（
後
述
『
舞
藝
六
輪
次
第
』）
の
残
る
十
六
世
紀
初
頭
か
ら

今
日
ま
で
五
百
年
来
、
長
く
上
演
が
絶
え
て
い
た
が
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二

年
）
四
月
「
菅
公
千
百
年
祭
」
に
際
し
大
阪
天
満
宮
の
委
嘱
を
受
け
た
大
槻
氏
の
節

付
・
型
付
・
演
出
・
装
束
選
定
・
主
演
、
天
野
文
雄
氏
の
監
修
に
よ
り
、
同
宮
本
殿

前
特
設
舞
台
に
て
初
演
さ
れ
た
稀
曲
で
あ
る
。
爾
来
上
演
を
重
ね
、
最
近
で
は
平
成

二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
八
月
二
日
、
天
野
氏
が
所
属
す
る
京
都
造
形
芸
術
大
学

内
の
京
都
芸
術
劇
場
・
春
秋
座
で
再
演
さ
れ
て
い
る
。

　

周
知
の
と
お
り
、
世
阿
弥
の
藝
話
を
集
め
た
『
申
楽
談
儀
』
に
父
・
観
阿
弥
ゆ
か

り
の
「
天
神
の
能
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
の
が
現
存
〈
菅
丞
相
〉
ま
た
は
そ
の
原
型

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
該
部
分
、
能
面
・
大
飛
出
の
創
意
に
つ
い
て
「
飛
出
は
菅
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原
作
に
当
た
る
こ
ち
ら
は
そ
の
よ
う
に
「
暴
れ
」
を
あ
ま
り
見
せ
ず
く
ど
い
説
明
を

省
き
、
最
後
に
一
転
、
改
心
し
て
し
ま
う
結
末
は
あ
っ
け
な
い
な
が
ら
も
潔
く
、
古

作
の
能
ら
し
い
素
朴
な
ド
ラ
マ
に
な
っ
て
い
る
の
が
〈
菅
丞
相
〉
の
特
色
と
言
え
よ

う
。
藝
能
史
的
に
は
後
に
義
太
夫
浄
瑠
璃
の
傑
作
〈
菅
原
伝
授
手
習
鑑
〉（
延
享
三

年
＝
一
七
四
六
年
初
演
）
に
集
約
さ
れ
る
天
神
説
話
で
最
も
名
高
い
道
真
の
和
歌

「
泣
け
ば
こ
そ
」（
河
内
・
道
明
寺
で
の
作
）
と
「
東
風
吹
か
ば
」（
筑
紫
・
太
宰
府

で
の
作
）
の
二
首
も
、〈
雷
電
〉
で
は
省
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
能
の
前
場
に

は
洩
れ
な
く
引
用
さ
れ
る
の
も
特
色
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
主
演
者
・
大
槻
文
藏
氏
に
演
出
に
関
わ
る
一
切
を
一
任
さ
れ
た
の
で
、
二

〇
〇
二
年
の
復
興
初
演
以
来
受
け
継
が
れ
て
き
た
演
出
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
私
意
を
通

す
か
た
ち
で
ま
っ
た
く
新
た
な
型
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
従
い
扮
装
に
つ
い
て
も
、

前
回
ま
で
の
「
白
頭
に
若
男
の
前
シ
テ
、
黒
頭
・
初
冠
に
怪
士
の
後
シ
テ
」
で
は
本

文
の
意
図
を
達
せ
ず
、
前
記
『
申
楽
談
儀
』
の
記
述
も
活
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

後
述
の
と
お
り
一
新
し
た
。

　

大
槻
氏
と
協
力
し
て
私
が
手
掛
け
た
能
の
復
曲
・
新
演
出
は
今
回
で
六
曲
を
数
え
、

本
年
（
二
〇
一
七
年
）
は
新
た
に
〈
実
方
〉
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に

こ
れ
ま
で
大
半
の
試
演
が
一
度
な
ら
ず
重
演
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
新
版
〈
菅
丞

相
〉
も
同
様
に
再
演
の
機
会
を
得
て
、
さ
ら
に
練
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

や
ま
な
い
。

な
り
」
と
明
記
さ
れ
る
と
お
り
、
前
シ
テ
が
「
一
夜
白
髪
の
御
影
」
の
姿
で
道
真
の

生
涯
を
懐
古
す
る
と
同
時
に
、
中
入
前
で
は
「
柘
榴
天
神
」
の
伝
説
を
再
現
。
後
場

で
は
ツ
レ
・
火
雷
神
を
率
い
て
荒
ぶ
る
雷
神
と
化
し
た
正
体
を
見
せ
る
な
ど
、
ま
さ

に
天
神
伝
説
を
集
大
成
し
た
感
が
あ
る
。
延
喜
三
年
（
九
〇
三
年
）
夏
、
法
性
坊
尊

意
の
前
で
道
真
の
霊
が
怒
気
を
発
す
る
「
柘
榴
天
神
」
と
は
国
宝
『
北
野
天
神
縁
起

絵
巻
』
承
久
本
（
北
野
天
満
宮
蔵
）
巻
五
に
描
か
れ
る
逸
話
だ
が
、
こ
の
能
や
後
続

作
〈
雷
電
〉、
さ
ら
に
は
番
外
曲
〈
舞
車
〉
に
も
祭
礼
の
山
車
で
舞
わ
れ
る
曲
舞

〈
妻
戸
〉
の
趣
向
に
採
ら
れ
る
名
場
面
と
し
て
、
能
楽
史
・
藝
能
史
の
上
で
は
「
お

な
じ
み
」
の
素
材
だ
。
第
十
三
代
天
台
座
主
・
尊
意
（
八
六
六
〜
九
四
〇
年
「
僧

正
」
は
没
後
贈
官
）
は
醍
醐
天
皇
の
護
持
僧
で
、
史
実
で
は
道
真
（
八
四
五
〜
九
〇

三
年
）
よ
り
も
年
少
だ
が
、
能
で
は
こ
れ
を
脚
色
し
、
尊
意
を
目
上
の
師
僧
と
し
て

敬
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
盛
り
沢
山
な
〈
菅
丞
相
〉
の
上
演
が
中
絶
し
た
の
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で

ま
と
ま
り
の
良
い
後
続
作
〈
雷
電
〉
が
人
気
の
座
を
奪
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
尊
意
と

道
真
と
の
間
に
男
色
に
よ
る
紐
帯
を
匂
わ
せ
る
師
弟
関
係
を
想
定
し
前
シ
テ
を
可
憐

な
稚
児
姿
と
し
た
〈
雷
電
〉（
前
述
の
よ
う
に
現
行
演
出
で
怪
士
系
の
面
を
使
用
し

成
人
男
子
の
怨
霊
と
し
て
演
出
す
る
の
は
本
来
の
作
意
に
反
し
て
い
る
）
が
、
当
時

の
男
色
賛
美
・
小
人
賞
翫
の
価
値
観
に
発
し
て
全
体
に
情
緒
的
で
あ
る
の
に
比
べ
、

〈
菅
丞
相
〉
は
骨
太
な
怨
念
に
貫
か
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
永

正
＝
一
五
〇
四
〜
二
〇
年
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
金
春
座
系
の
古
演
出

資
料
『
舞
藝
六
輪
次
第
』
に
〈
菅
丞
相
〉
前
シ
テ
も
童
子
す
な
わ
ち
稚
児
姿
と
し
て

演
出
す
る
記
録
が
見
ら
れ
る
が
、
詞
章
を
読
む
限
り
童
子
と
し
て
造
形
す
る
根
拠
は

皆
無
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
後
出
の
類
作
〈
雷
電
〉
に
影
響
さ
れ
た
逆
輸
入
の
誤
演
出

と
私
は
考
え
る
）。

　

後
場
で
荒
ぶ
る
雷
神
の
姿
を
存
分
に
見
せ
る
〈
雷
電
〉
は
な
か
な
か
の
傑
作
だ
が
、
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復
曲
能
〈
菅
丞
相
〉
の
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

鷹
・
三
日
月
・
怪
士
の
類
（
当
日
は
大
槻
家
蔵
・
徳
若
作
「
錦
木
男
」）
／
白
垂
ま

た
は
白
頭
（
当
日
は
白
垂
）
／
初
冠
／
黒
単
狩
衣
ま
た
は
黒
単
直
衣
（
当
日
は
直

衣
）
／
色
大
口
（
浅
葱
・
薄
黄
の
類
）
ま
た
は
白
大
口
（
当
日
は
浅
葱
大
口
）
／
鬼

扇【
後
シ
テ
（
雷
神
）】

大
飛
出
（
当
日
は
銕
仙
会
蔵
・
三
光
坊
作
「
三
光
飛
出
」）／
白
頭
／
白
地
袷
狩
衣

（
衣
紋
）／
白
地
半
切
／
打
杖
／
修
羅
扇

【
後
ツ
レ
（
火
雷
神
・
二
人
同
装
）】

顰
／
赤
頭
／
輪
冠
（
立
物
ナ
シ
）／
法
被
（
肩
上
ゲ
ル
）／
赤
地
半
切
／
鉾
・
剣
／
修

羅
扇

【
前
ワ
キ
（
法
性
坊
僧
正
）】

角
帽
子
／
無
地
熨
斗
目
着
流
シ
（
当
日
は
小
格
子
厚
板
に
白
大
口
）／
水
衣
／
墨
絵

扇
／
数
珠

【
後
ワ
キ
（
同
人
）】

金
入
角
帽
子
（
沙
門
）／
小
格
子
厚
板
／
白
大
口
／
紫
水
衣
／
掛
絡
／
水
晶
数
珠
／

墨
絵
扇

【
前
ワ
キ
ツ
レ
（
従
僧
）】

角
帽
子
／
無
地
熨
斗
目
／
ヨ
レ
水
衣
着
流
シ
（
当
日
は
無
地
熨
斗
目
に
白
大
口
）／

墨
絵
扇
／
数
珠

【
後
ワ
キ
ツ
レ
（
従
僧
）】

角
帽
子
／
無
地
熨
斗
目
／
白
大
口
／
ヨ
レ
水
衣
／
数
珠
／
墨
絵
扇

【
間
狂
言
（
能
力
）】

能
力
出
立
・
杖

◆
作
リ
物
（
後
場
）　

車　

※
色
ナ
シ
の
紅
緞
＝
紺
緞
で
飾
る
。
脇
座
に
出
し
、
ワ

キ
こ
れ
に
乗
っ
て
床
几
に
掛
か
る
。

 【
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
一
時
開
演　

国
立
能
楽
堂
企
画
公

演
・
復
曲
再
演
の
会
】

復
曲
能
〈
菅
丞
相
〉

前
シ
テ
（
菅
丞
相
の
霊
）・
後
シ
テ
（
同
＝
雷
神
）　

大
槻
文
藏

後
ツ
レ
（
火
雷
神
）　

大
槻
裕
一
／
武
富
康
之

ワ
キ
（
法
性
坊
僧
正
）　

福
王
和
幸

ワ
キ
ツ
レ
（
従
僧
）　

喜
多
雅
人
／
矢
野
昌
平

ア
イ
（
能
力
）　

茂
山
正
邦

笛　

杉
信
太
朗
／
小
鼓　

大
倉
源
次
郎
／
大
鼓　

河
村
大
／
太
鼓　

三
島
元
太
郎

地
謡　

上
野
雄
三
（
地
頭
）
／
山
本
博
道
／
浦
田
保
親
／
寺
澤
幸
祐

　
　
　

長
山
桂
三
／
谷
本
健
吾
／
坂
口
貴
信
／
武
田
祥
照

後
見　

赤
松
禎
友
／
泉
雅
一
郎

演
出
・
再
構
成　

村
上
湛
／
監
修　

大
槻
文
藏
／
制
作　

日
本
芸
術
文
化
振
興
会

国
立
能
楽
堂
部
企
画
制
作
課

※
当
日
は
能
に
先
立
ち
復
曲
狂
言
〈
連
尺
〉（
シ
テ
・
野
村
又
三
郎
）
が
上
演

さ
れ
た
。

扮
装
と
装
置

◆
面
装
束

【
前
シ
テ
（
菅
丞
相
の
霊
）】
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回
り
込
ん
で
ワ
キ
に
対
す
る
、
あ
く
ま
で
定
型
を
踏
ま
え
て
旧
来
ど
お
り
と
す
る
。

★
旧
来
ど
お
り
﹇
ク
リ
﹈
前
の
《
打
掛
》
は
聴
き
（
曲
の
格
式
を
立
て
る
た
め
）、

正
中
や
や
左
に
、
下
居
で
は
な
く
床
几
に
掛
か
る
。
も
っ
と
も
、
見
た
目
に
床
几
の

姿
が
合
わ
な
そ
う
な
ら
ば
シ
テ
も
下
居
で
も
よ
ろ
し
く
、
都
合
で
安
座
も
良
い
（
有

職
で
は
束
帯
・
直
衣
の
際
は
安
座
で
あ
る
）
↓
当
日
は
床
几
に
掛
か
っ
た
。

★
﹇
サ
シ
﹈
の
ト
メ
は
旧
来
ど
お
り
シ
テ
と
ワ
キ
と
が
向
き
合
う
。

★
﹇
ク
セ
﹈「
東
風
吹
か
ば
」
で
旧
来
は
ワ
キ
に
ア
シ
ラ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
は
正

面
向
い
た
ま
ま
と
す
る
。
こ
と
に
床
几
の
際
は
そ
の
ほ
う
が
よ
ろ
し
く
、
ワ
キ
に
向

か
ず
た
だ
正
面
を
正
視
し
続
け
る
ほ
う
が
「
望
郷
の
孤
独
感
」
が
出
て
好
適
な
よ
う

に
思
う
。

★
﹇
ク
セ
﹈
最
後
「
恨
む
ま
じ
や
恨
み
て
も
」
で
旧
来
ど
お
り
や
や
ク
モ
ル
。
そ
の

ま
ま
ワ
キ
と
向
き
合
っ
て
ク
セ
ド
メ
。

★
「
参
内
な
く
は
屍
の
あ
と
の
御
心
ざ
し
と
思
ふ
べ
し
」
で
は
床
几
（
ま
た
は
下

居
・
安
座
の
居
座
↓
当
日
は
床
几
）
か
ら
動
か
ず
、
た
だ
面
ば
か
り
ワ
キ
に
向
け
る

に
と
ど
め
る
。
ワ
キ
を
無
視
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
意
に
介
さ
ず
、
一
種
、
傲
然
た

る
偉
容
を
表
現
す
る
た
め
。
む
ろ
ん
、
床
几
を
用
い
な
か
っ
た
前
回
ま
で
の
よ
う
に
、

こ
こ
で
ワ
キ
に
対
し
て
手
を
突
き
平
伏
す
る
型
は
採
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

★
「
さ
て
は
師
檀
の
御
契
り
も
」
で
ワ
キ
へ
向
き
、
し
ば
ら
く
不
動
を
保
つ
。
面
ば

か
り
向
け
て
余
裕
を
見
せ
て
い
た
の
と
異
な
り
、
よ
う
や
く
兆
す
内
心
の
憤
怒
を
示

す
た
め
、
こ
こ
で
は
ハ
ッ
キ
リ
と
ワ
キ
に
対
峙
す
る
。

★
「
ま
こ
と
に
参
内
あ
る
な
ら
ば
」
と
正
面
へ
キ
ッ
と
面
を
切
り
、
以
下
地
謡

﹇
歌
﹈
で
は
、
旧
来
の
型
を
踏
襲
し
つ
つ
適
宜
調
整
し
、「
柘
榴
天
神
」
の
姿
を
見
せ

る
。

★
「
怒
り
躍
ら
せ
給
ふ
こ
と
」
で
旧
来
は
両
袖
を
巻
い
た
が
、
今
回
は
後
場
ト
メ
に

両
袖
巻
き
上
げ
る
型
と
つ
か
ぬ
よ
う
、
こ
こ
で
は
左
袖
だ
け
巻
き
、
拍
子
踏
み
返
し

型
と
演
出

※
前
回
・
平
成
十
四
年
ま
で
の
演
出
と
の
相
違
点
を
主
に
記
し
、
上
演
当
日
の
選
択

も
付
記
し
た
。
文
中
、
特
に
明
記
し
て
い
な
い
部
分
は
シ
テ
の
型
で
あ
る
。

【
前
場
】

★
格
式
で
言
う
と
「
五
壇
の
法
」
は
大
規
模
な
修
法
な
の
で
、
勅
命
を
奉
じ
て
こ
れ

に
携
わ
る
前
ワ
キ
は
大
口
僧
が
適
当
で
は
あ
る
が
、
後
場
と
の
見
た
目
の
変
化
を
狙

う
た
め
着
流
シ
僧
で
は
ど
う
か
↓
着
替
え
の
都
合
で
今
回
は
前
後
と
も
大
口
僧
と
な

っ
た
。
楽
屋
に
人
手
が
あ
れ
ば
着
流
シ
僧
か
ら
大
口
僧
へ
の
着
替
え
は
可
能
で
あ
ろ

う
。

★
ワ
キ
の
出
が
旧
来
は
《
真
ノ
名
ノ
リ
》
だ
っ
た
が
、
砕
け
た
着
流
シ
姿
と
格
式
高

い
《
真
ノ
名
ノ
リ
》
と
が
似
合
わ
ぬ
な
ら
ば
《
行
ノ
名
ノ
リ
》
も
し
く
は
常
の
《
草

ノ
名
ノ
リ
》
に
し
て
は
ど
う
か
↓
福
王
流
の
現
行
曲
に
僧
ワ
キ
の
《
行
ノ
名
ノ
リ
》

が
な
い
た
め
今
回
は
常
の
《
草
ノ
名
ノ
リ
》
と
し
た
。
ま
た
、
た
と
え
大
口
僧
し
か

も
天
台
座
主
の
身
分
で
も
、
曲
柄
か
ら
考
え
て
《
真
ノ
名
ノ
リ
》
で
は
あ
ま
り
に

仰
々
し
い
と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

★
今
回
は
ワ
キ
と
ワ
キ
ツ
レ
と
も
に
舞
台
に
下
居
し
、
前
回
ま
で
の
よ
う
に
前
ワ
キ

が
床
几
を
用
い
る
こ
と
を
し
な
い
。
シ
テ
を
床
几
に
掛
か
ら
せ
て
、
ワ
キ
の
位
よ
り

も
シ
テ
の
位
を
立
て
る
た
め
で
あ
る
。

★
地
謡
﹇
上
歌
﹈「
さ
れ
ば
仏
法
王
法
の
」
で
の
シ
テ
の
出
は
、
前
回
ま
で
の
よ
う

に
一
度
に
常
座
ま
で
出
ず
、
ま
ず
一
ノ
松
で
止
ま
る
。
ワ
キ
の
コ
ト
バ
「
不
思
議
や

な
」
以
下
、
改
め
て
見
計
ら
っ
て
歩
み
出
し
、「
夢
中
の
対
面
」
で
常
座
に
立
ち
、

ワ
キ
に
向
く
。
こ
の
ほ
う
が
余
情
が
出
る
。

★
地
謡
﹇
上
歌
﹈「
泣
け
ば
こ
そ
」
の
動
き
は
、
常
座
か
ら
角
へ
出
、
左
に
取
り
、
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復
曲
能
〈
菅
丞
相
〉
の
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

★
「
御
簾
を
高
く
上
げ
さ
せ
よ
く
見
れ
ば
」
で
ワ
キ
は
幕
方
を
向
き
つ
つ
右
手
扇
を

頭
上
に
挙
げ
、
倒
す
。「
波
に
は
あ
ら
で
」
で
自
然
と
手
を
下
ろ
す
。

★
﹇
上
歌
﹈「
不
思
議
や
な
川
波
の
」
地
謡
は
、
平
成
十
四
年
版
で
は
ち
ょ
っ
と
重

く
な
り
過
ぎ
た
感
あ
り
。
ド
ッ
シ
リ
凄
味
を
持
ち
つ
つ
も
、
内
部
は
タ
メ
の
力
を
効

か
せ
、
間
延
び
し
て
聞
こ
え
な
い
よ
う
あ
り
た
い
。

★
「
川
波
に
〜
飛
ば
せ
け
り
」
は
旧
来
の
「
大
ノ
リ
」
を
改
め
「
中
ノ
リ
」
の
﹇
上

歌
﹈
に
直
す
。「
飛
ば
せ
け
り
」
ま
で
あ
ま
り
急
に
カ
カ
ラ
ず
、《
早
笛
》
で
位
ス
ス

ム
よ
う
に
す
る
。

★
《
早
笛
》
一
段
取
り
、
幕
上
げ
、
先
に
剣
、
続
い
て
鉾
を
持
っ
た
火
雷
神
ス
ル
ス

ル
と
出
、
一
ノ
松
と
二
ノ
松
に
正
面
向
い
て
立
つ
。
続
い
て
打
杖
を
持
っ
た
シ
テ
、

幕
内
か
ら
三
ノ
松
に
勢
い
込
ん
で
グ
イ
と
出
ざ
ま
左
袖
巻
き
上
げ
て
正
先
を
見
込
む
。

そ
の
あ
と
袖
直
し
つ
つ
後
退
、
正
面
を
向
い
て
立
つ
。

★
「
紅
波
を
た
た
み
」
で
差
シ
分
ケ
、「
現
は
れ
給
ふ
」
正
面
に
打
ち
込
ん
で
大
き

く
ヒ
ラ
キ
、「
辺
り
を
払
っ
て
」
で
両
ユ
ウ
ケ
ン
。
こ
の
間
、
ツ
レ
二
人
は
不
動
。

★
「
い
か
で
か
止
ま
ら
ん
」
で
ワ
キ
は
ワ
キ
ツ
レ
に
サ
ス
と
、
ワ
キ
ツ
レ
二
人
は
正

面
先
に
向
い
て
少
し
出
る
。「
火
雷
神
怒
り
」
と
ツ
レ
二
人
は
謡
っ
て
か
ら
二
人
と

も
舞
台
に
走
り
入
り
、
脇
正
面
に
立
っ
て
（
打
杖
は
角
寄
り
、
鉾
は
常
座
寄
り
）、

「
鉾
鉄
杖
」
で
持
ち
物
を
振
り
上
げ
ワ
キ
ツ
レ
を
威
嚇
す
る
態
で
静
止
。
ワ
キ
ツ
レ

は
地
謡
前
ま
で
退
き
真
横
（
脇
正
面
方
向
）
を
向
く
。
こ
の
間
に
シ
テ
は
一
ノ
松
ま

で
ド
ッ
シ
リ
と
運
び
、
後
見
が
床
几
を
出
す
と
そ
れ
に
掛
か
る
（
橋
掛
リ
裏
欄
干
に

腰
か
け
て
も
良
い
↓
当
日
は
事
故
を
懼
れ
て
床
几
に
掛
か
っ
た
）。

★
剣
の
火
雷
神
が
正
中
の
向
か
っ
て
右
、
鉾
の
火
雷
神
が
左
に
立
ち
、《
舞
働
》
は

尋
常
に
相
舞
。
段
を
取
る
と
シ
テ
立
ち
、
舞
台
に
入
っ
て
大
小
前
に
立
つ
。《
舞
働
》

ト
メ
で
ツ
レ
二
人
は
小
回
リ
し
て
正
中
の
左
右
で
正
面
に
ヒ
ラ
キ
、
そ
の
ま
ま
退
っ

て
シ
テ
の
左
右
に
立
つ
（
剣
の
火
雷
神
が
向
か
っ
て
右
、
鉾
の
火
雷
神
が
左
）。

つ
つ
右
に
ノ
ル
。

★
「
炎
に
紛
れ
」
で
前
回
は
左
袖
返
し
て
幕
に
走
り
込
ん
だ
が
、
今
回
は
（
炎
上
の

型
の
通
例
と
し
て
）
両
ユ
ウ
ケ
ン
大
き
く
二
つ
し
な
が
ら
橋
掛
リ
に
走
り
込
み
、
そ

の
ま
ま
左
袖
か
づ
い
て
入
る
。

★
中
入
。
前
回
ま
で
は
〈
雷
電
〉
の
現
行
演
出
に
準
じ
、
地
謡
・
囃
子
が
切
れ
た
あ

と
無
音
の
う
ち
間
狂
言
が
橋
掛
リ
狂
言
座
か
ら
横
板
の
後
見
座
に
移
り
、
そ
の
あ
と

ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
が
退
場
し
た
が
、
こ
れ
で
は
い
か
に
も
間
が
抜
け
て
見
え
る
ゆ
え

改
め
た
。
す
な
わ
ち
今
回
は
、
シ
テ
の
走
り
込
み
か
ら
《
早
鼓
》
と
な
っ
て
ワ
キ
と

ワ
キ
ツ
レ
の
中
入
、
入
れ
替
わ
り
に
間
狂
言
（
能
力
）
が
杖
を
突
き
つ
つ
出
て
《
早

鼓
》
打
ち
止
め
、﹇
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
﹈
に
変
え
る
。
な
お
、
こ
の
﹇
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
﹈

は
、『
狂
言
集
成
』
所
収
・
和
泉
流
三
宅
派
台
本
を
参
考
に
は
し
た
が
、
全
体
に
わ

た
り
ま
っ
た
く
新
規
に
執
筆
し
た
。

【
後
場
】

★
ワ
キ
の
出
の
《
一
声
》
は
、
ワ
キ
の
身
分
を
立
て
る
た
め
か
、
平
成
十
四
年
版
で

は
少
し
く
重
く
囃
し
て
い
た
が
、
あ
ま
り
重
か
ら
ず
、
旧
来
よ
り
ノ
ッ
て
演
奏
さ
れ

た
い
（
ワ
キ
の
位
取
り
を
立
て
る
よ
り
も
、
参
内
の
意
志
を
鼓
舞
す
る
感
じ
）。

★
《
一
声
》
で
笛
の
ヒ
シ
ギ
を
聞
い
て
車
を
持
ち
出
す
こ
と
旧
来
の
と
お
り
。
前
回

ま
で
は
車
を
脇
座
に
置
き
付
け
る
時
、
正
先
に
向
け
少
し
斜
め
に
据
え
た
が
、
こ
れ

だ
と
見
た
目
に
不
要
な
「
意
味
」
を
喚
起
す
る
の
で
避
け
、
今
回
は
脇
正
面
方
向
に

轅
を
ま
っ
す
ぐ
引
く
（
ワ
キ
ツ
レ
が
両
脇
に
立
つ
間
隔
を
見
計
ら
う
）。

★
「
げ
に
や
十
善
万
乗
の
」
以
下
の
﹇
上
歌
﹈
は
旧
来
の
よ
う
に
重
く
な
く
、
キ
ッ

パ
リ
、
サ
ラ
リ
と
謡
う
。
ワ
キ
ツ
レ
は
初
め
車
の
両
脇
に
立
つ
が
、
こ
の
句
の
返
シ

前
《
打
切
》
で
舞
台
に
下
居
（
ワ
キ
ツ
レ
が
立
っ
た
ま
ま
だ
と
邪
魔
に
な
っ
て
、
ワ

キ
が
見
所
か
ら
見
え
に
く
い
た
め
）。



30

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

改
め
て
正
面
に
大
き
く
サ
シ
て
右
に
取
り
橋
掛
リ
に
行
く
と
、
ツ
レ
一
人
（
向
か
っ

て
左
）
は
シ
テ
に
先
立
ち
橋
掛
リ
に
行
き
、
続
い
て
シ
テ
、
ツ
レ
も
う
一
人
、
み
な

二
ノ
松
に
行
き
、
シ
テ
は
両
袖
を
巻
き
上
げ
て
欄
干
際
に
出
、「
天
満
大
自
在
天
神
」

で
正
面
を
向
い
て
キ
マ
ル
と
、
ツ
レ
二
人
も
シ
テ
を
挟
み
正
面
を
向
い
て
立
っ
て
ト

メ
る
。
こ
れ
を
見
て
ワ
キ
は
常
座
方
向
に
少
し
出
て
下
に
居
、
合
掌
留
。

上
演
詞
章

※
小
段
構
成
や
囃
子
の
工
夫
等
、
前
回
ま
で
の
上
演
型
に
拘
ら
す
、
私
意
に
よ
っ
て

随
所
を
改
め
た
。
前
述
の
と
お
り
、﹇
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
﹈
は
新
規
に
執
筆
し
た
。

《
名
ノ
リ
笛
》

［
名
ノ
リ
］

ワ
キ　

こ
れ
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
座
主
。
法
性
坊
の
僧
正
と
は
わ
が
こ
と
な
り
。
さ

て
も
菅
丞
相
は
時
平
の
大
臣
の
讒
奏
に
よ
つ
て
。
筑
紫
安
楽
寺
に
流
さ
れ
給
ひ
て
候
。

し
か
れ
ば
怨
念
の
至
る
所
か
。
帝
夜
な
夜
な
御
悩
あ
り
。
さ
れ
ば
公
よ
り
ご
祈
禱
の

こ
と
を
仰
せ
ら
れ
候
ふ
間
。
こ
の
た
び
は
五
壇
の
法
を
行
ひ
候
。

［
サ
シ
］

ワ
キ　

そ
れ
わ
が
山
は
こ
れ
王
城
の
鬼
門
を
守
り
・
悪
魔
を
払
ふ
の
み
な
ら
ず
。

ワ
キ
ツ
レ　

一
仏
乗
の
峰
と
申
す
は
、
伝
へ
聞
く
鷲
の
御
山
を
か
た
ど
れ
り
。

ワ
キ　

ま
た
天
台
山
と
号
す
る
は
。
震
旦
の
四
明
の
洞
を
移
せ
り
。

［
上
歌
］

地
謡　

さ
れ
ば
仏
法
王
法
の
。
さ
れ
ば
仏
法
王
法
の
真
俗
の
理
法
正
し
く
て
。
内
外

を
知
る
も
明
ら
け
き
。
御
法
の
花
も
時
を
得
て
。
げ
に
空
仮
中
の
三
諦
も
。
仏
法
守

護
の
霊
地
か
な
。
仏
法
守
護
の
霊
地
か
な
。

［
サ
シ
］

シ
テ　

家
を
離
れ
て
三
四
月
。
落
つ
る
涙
は
百
千
行
。
万
事
は
み
な
夢
の
如
し
。
う

★
下
居
し
て
い
た
ワ
キ
ツ
レ
は
《
舞
働
》
で
立
っ
て
数
珠
を
擦
る
。
ワ
キ
は
床
几
に

掛
か
っ
た
ま
ま
何
事
に
も
動
ぜ
ぬ
態
で
不
動
。《
舞
働
》
の
間
、
ワ
キ
ツ
レ
は
前
に

出
て
適
宜
ツ
レ
と
応
酬
。《
舞
働
》
が
済
む
と
ワ
キ
ツ
レ
は
元
の
位
置
に
戻
り
、
一

度
そ
の
場
で
ク
ツ
ロ
イ
で
キ
ッ
パ
リ
気
を
変
え
、
改
め
て
元
ど
お
り
向
き
直
っ
て
下

居
。

★
「
か
く
て
時
刻
も
」
以
降
、
最
後
ま
で
、
旧
来
の
「
中
ノ
リ
」
を
改
め
「
大
ノ

リ
」
に
直
す
。

★
「
僧
正
流
る
る
水
に
」
で
シ
テ
に
向
き
合
掌
す
る
と
シ
テ
は
ワ
キ
に
向
く
。「
仮

初
な
が
ら
」
で
ワ
キ
は
合
掌
を
解
き
シ
テ
に
向
か
い
静
か
に
語
り
か
け
る
心
で
向
い

た
ま
ま
静
止
、「
は
や
退
き
給
へ
」
で
シ
テ
に
向
か
い
左
手
を
サ
ス
と
、
シ
テ
と
ツ

レ
二
人
は
ワ
キ
に
向
い
て
下
に
居
、
平
伏
（
ツ
レ
二
人
は
持
ち
物
を
舞
台
に
置
く
）。

「
内
裏
に
着
け
ん
と
」
で
シ
テ
は
立
っ
て
脇
座
に
出
、
右
足
を
引
き
ざ
ま
左
袖
を
大

き
く
返
し
て
半
身
に
カ
マ
エ
（
自
ら
車
を
曳
く
心
で
左
袖
が
轅
に
掛
か
る
よ
う
低
く

キ
マ
ル
）、「
ま
た
は
賀
茂
川
の
」
で
右
手
を
大
き
く
サ
シ
な
が
ら
身
を
入
れ
替
え
て

右
に
取
っ
て
大
き
く
回
り
込
み
常
座
に
行
く
と
「
御
車
引
き
付
け
」
で
下
に
居
る
。

「
僧
正
も
車
よ
り
」
で
ワ
キ
は
立
っ
て
作
リ
物
を
出
、
正
中
に
立
っ
て
シ
テ
と
向
き

合
う
。

★
ツ
レ
二
人
は
「
は
や
の
き
給
へ
」
で
ワ
キ
に
向
い
て
下
に
居
、
平
伏
し
て
持
ち
物

を
舞
台
に
置
く
と
、
腰
の
扇
を
抜
い
て
手
に
持
ち
（
剣
と
鉾
は
後
見
が
引
く
）、
大

小
前
に
正
面
を
向
き
並
び
立
つ
（
剣
の
火
雷
神
が
向
か
っ
て
右
、
鉾
の
火
雷
神
が

左
）。

★
シ
テ
も
「
は
や
退
き
給
へ
」
で
ツ
レ
二
人
と
共
に
ワ
キ
に
向
い
て
下
に
居
、
平
伏

し
た
際
に
、
打
杖
を
扇
に
持
ち
替
え
る
。

★
「
げ
に
有
難
や
」
で
地
謡
や
や
シ
マ
ル
と
、
シ
テ
は
立
ち
、
正
中
の
ワ
キ
に
向
い

た
ま
ま
大
き
く
ヨ
セ
イ
し
て
出
、
気
を
変
え
て
大
き
く
正
面
に
サ
シ
コ
ミ
ヒ
ラ
キ
、
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ワ
キ　

な
ほ
な
ほ
配
所
に
て
の
お
ん
こ
と
ど
も
、
く
わ
し
く
お
ん
物
語
り
候
へ

［
ク
リ
］

地
謡　

げ
に
や
君
が
住
む
。
宿
の
梢
を
行
く
行
く
も
。
隠
る
る
ま
で
に
か
へ
り
見
ぞ

す
る
。
夢
と
な
り
に
し
身
の
行
方
か
な
。

［
サ
シ
］

シ
テ　

し
か
る
に
讒
臣
国
を
乱
し
。
妬
婦
は
家
を
破
る
と
は
。

地
謡　

身
の
上
な
り
け
る
理
か
な
。
身
に
は
い
か
な
る
罪
火
も
。
思
は
ざ
り
し
に
情

な
く
。
勅
諚
し
き
り
に
な
り
下
り
。
遠
流
の
責
め
を
蒙
り
て
。
思
は
ざ
り
し
に
遠
行

の
。
日
数
の
末
も
不
知
火
の
。
筑
紫
の
果
て
に
捨
て
置
か
れ
て
。

シ
テ　

憂
き
年
月
を
過
ご
し
つ
る
。

地
謡　

思
ひ
の
果
て
は
あ
さ
ま
し
や
。

［
ク
セ
］

地
謡　

今
日
と
過
ぎ
。
明
日
と
も
知
ら
ぬ
日
数
な
が
ら
。
命
の
ま
ま
に
残
り
来
て
。

何
待
つ
こ
と
の
あ
ら
ば
こ
そ
。
た
よ
り
も
あ
る
べ
け
れ
。
慰
み
と
て
は
都
を
。
思
ひ

忘
れ
ぬ
ば
か
り
な
り
。
さ
れ
ど
も
年
月
の
。
日
数
は
移
る
な
ら
ひ
と
て
。
待
た
れ
ぬ

秋
も
急
が
ぬ
秋
も
。
移
り
て
光
陰
を
。
送
る
月
日
ば
か
り
な
り
。
た
だ
明
け
暮
れ
は

ふ
る
さ
と
の
。
軒
の
し
の
ぶ
の
忍
ば
し
く
。
思
ひ
忘
れ
ぬ
た
よ
り
に
も
。
東
風
吹
か

ば
。
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
。
あ
る
じ
は
な
く
と
世
の
中
の
。
花
も
の
言
ふ
な
ら
ば
。

こ
と
づ
て
も
な
ど
か
な
か
る
べ
き
。

シ
テ　

世
の
中
の
。
憂
き
を
な
ら
ひ
と
言
ふ
人
や
。

地
謡　

厭
は
じ
と
て
の
心
な
る
。
厭
へ
た
だ
厭
ふ
べ
き
は
。
鬼
こ
も
る
と
も
言
ふ
な

れ
ば
。
な
に
ゆ
ゑ
の
恨
み
に
や
。
人
を
失
ふ
心
ぞ
や
。
よ
し
や
思
へ
ば
こ
れ
と
て
も
。

た
だ
さ
き
の
世
の
報
ひ
の
。
な
し
た
る
科
の
ゆ
ゑ
な
れ
ば
。
恨
む
ま
じ
や
恨
み
て
も
。

因
果
は
の
が
る
ま
じ
。
罪
こ
そ
悲
し
か
り
け
れ
。

［
問
答
］

つ
つ
と
見
る
も
定
め
な
き
。
有
無
の
境
の
善
悪
の
二
つ
。
そ
の
し
き
ぜ
つ
を
見
る
に

定
ま
ら
ず
。
移
り
や
す
き
は
旅
宿
な
り
。

［
問
答
］

ワ
キ　

不
思
議
や
な
観
念
諸
行
の
眼
の
前
に
は
。
一
物
さ
ら
に
曇
ら
ざ
る
に
。
怪
し

た
る
人
の
見
え
給
ふ
は
。
外
道
変
化
の
競
ひ
や
ら
ん
と
。
心
を
澄
ま
す
ば
か
り
な
り
。

シ
テ　

う
た
て
や
な
御
心
こ
そ
変
は
る
と
も
。
見
み
え
申
し
し
そ
の
姿
を
。
忘
れ
給

ふ
は
情
な
し
。
夢
中
の
対
面
申
さ
ん
た
め
に
。
丞
相
こ
れ
ま
で
参
り
た
り
。

ワ
キ　

そ
も
丞
相
の
御
た
め
に
。
何
し
に
心
の
変
は
る
べ
き
さ
り
な
が
ら
。
姿
は
そ

れ
に
て
ま
し
ま
せ
ど
も
。
鬢
髪
さ
ら
に
引
き
変
へ
て
。
眉
に
も
霜
の
翁
と
は
。
何
し

に
な
ら
せ
給
ふ
ら
ん
。

シ
テ　

思
ひ
の
あ
れ
ば
一
夜
に
も
。
白
髪
と
な
る
は
理
な
り
。
科
な
き
身
な
れ
ば
さ

り
と
も
と
。
思
ひ
思
ひ
し
か
ひ
も
な
く
。
時
刻
移
さ
ず
追
ひ
立
て
の
。
官
人
と
く
と

の
責
め
を
う
け
て
。

ワ
キ　

さ
ぞ
な
思
ひ
も
菅
原
や
。

シ
テ　

伏
見
の
里
の
夜
の
間
を
も
。

ワ
キ　

遅
し
や
と
く
と
の
責
め
を
受
け
て
。

シ
テ　

思
ひ
を
何
と
。

ワ
キ　

ゆ
ふ
つ
け
の
。

［
上
歌
］

地
謡　

泣
け
ば
こ
そ
。
別
れ
も
憂
け
れ
鳥
の
音
の
。
別
れ
も
憂
け
れ
鳥
の
音
の
。
聞

こ
え
ぬ
里
の
。
暁
も
が
な
と
詠
ぜ
し
。
思
ひ
を
い
つ
か
忘
れ
ん
。
い
づ
く
と
も
。
い

さ
不
知
火
の
筑
紫
路
に
。
流
し
置
か
れ
て
憂
か
り
つ
る
。
そ
の
官
人
も
帰
る
き
は
は
。

名
残
り
惜
し
く
も
思
ひ
寝
の
。
一
夜
の
内
に
白
髪
の
。
面
影
も
変
は
る
な
り
。
見
み

え
申
す
も
恥
か
し
や
。

［
問
答
］
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筑
紫
に
て
果
て
た
ま
ひ
た
る
菅
丞
相
お
ん
出
で
あ
り
た
る
と
申
す
。
そ
も
そ
も
こ
の

菅
公
は
。
菅
原
の
宰
相
是
善
と
申
す
お
ん
方
の
お
ん
子
に
し
て
。
い
と
け
な
き
時
よ

り
法
性
坊
を
師
と
頼
み
申
さ
れ
候
ふ
が
。
ご
成
長
の
後
は
賢
才
人
に
超
へ
器
量
す
ぐ

れ
。
正
二
位
右
大
臣
の
高
き
に
進
み
た
ま
ふ
と
い
へ
ど
も
。
左
大
臣
時
平
公
の
讒
言

に
よ
り
。
筑
紫
・
太
宰
府
へ
遷
さ
れ
た
ま
ふ
。
し
か
れ
ば
遠
流
に
臨
み
。
御
氏
寺
道

明
寺
。
河
内
の
国
・
土
師
の
里
に
て
の
ご
詠
歌
に
。
鳴
け
ば
こ
そ
。
別
れ
も
憂
け
れ

鳥
の
音
の
。
聞
こ
え
ぬ
里
の
暁
も
が
な
。
ま
っ
た
都
・
紅
梅
殿
。
ご
愛
樹
を
惜
し
ま

せ
た
ま
ふ
ご
詠
歌
に
。
東
風
吹
か
ば
。
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
。
あ
る
じ
な
し
と
て

春
な
忘
れ
そ
。
こ
の
二
歌
こ
そ
。
丞
相
名
残
の
御
歌
と
て
。
世
に
知
ら
ぬ
人
な
き
ご

詠
歌
に
て
あ
り
げ
に
候
へ
。
さ
り
と
て
も
菅
丞
相
。
ご
鬱
憤
の
あ
ま
り
に
や
。
御
黒

髪
の
一
夜
に
し
て
。
こ
と
ご
と
く
白
髪
と
な
り
お
は
し
ま
し
候
ふ
が
。
御
心
の
う
ち

に
思
ひ
た
ま
ふ
や
う
。
わ
れ
無
実
の
讒
言
に
よ
り
筑
紫
へ
流
さ
れ
た
る
。
そ
の
恨
み

を
報
ぜ
ん
が
た
め
。
梵
天
へ
祈
誓
し
鳴
る
雷
と
な
つ
て
。
わ
れ
に
憂
か
り
し
輩
を
蹴

殺
す
べ
し
と
。
御
配
所
・
太
宰
府
に
し
て
。
高
山
の
絶
頂
に
御
登
り
あ
っ
て
。
七
日

七
夜
が
あ
ひ
だ
肝
胆
を
御
砕
き
あ
っ
て
御
祈
り
な
さ
れ
た
る
と
こ
ろ
。
梵
天
・
帝
釈

こ
れ
を
あ
は
れ
と
お
ぼ
し
め
さ
れ
け
る
か
。
丞
相
つ
ひ
に
天
満
大
自
在
天
神
と
。
荒

ぶ
る
神
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
候
。
さ
る
ほ
ど
に
こ
の
ほ
ど
比
叡
山
に
来
た
り
た
ま
ひ
。

僧
正
に
ご
直
談
あ
そ
ば
さ
れ
候
ふ
は
。
さ
だ
め
て
玉
体
安
全
ご
祈
禱
あ
れ
と
の
勅
使

立
つ
べ
し
。
師
檀
の
契
り
旧
恩
の
よ
し
み
。
か
ま
へ
て
参
内
あ
つ
て
た
ま
は
り
候
ふ

な
と
仰
せ
あ
り
け
れ
ば
。
僧
正
の
お
ん
答
へ
に
。
御
諚
も
つ
と
も
に
て
は
候
へ
ど
も
。

王
地
に
住
め
る
身
の
な
ら
ひ
。
二
度
ま
で
こ
そ
は
辞
退
申
せ
。
三
度
の
勅
使
は
い
な

み
が
た
し
と
仰
せ
候
へ
ば
。
菅
丞
相
大
き
に
怒
り
た
ま
ひ
。
御
前
に
あ
り
し
柘
榴
を

と
つ
て
嚙
み
く
だ
き
。
妻
戸
へ
く
わ
つ
と
吐
き
か
け
た
ま
ふ
。
柘
榴
た
ち
ま
ち
火
焰

と
な
つ
て
燃
え
あ
が
る
。
丞
相
も
煙
に
ま
ぎ
れ
。
雷
電
・
黒
雲
を
起
こ
し
。
内
裏
を

さ
し
て
飛
び
行
き
た
ま
ひ
。
さ
ま
ざ
ま
恐
ろ
し
き
お
ん
こ
と
御
座
候
ふ
あ
ひ
だ
。
急

シ
テ　

い
か
に
僧
正
に
申
す
べ
き
こ
と
の
候
。

ワ
キ　

何
事
に
て
候
ふ
ぞ
。

シ
テ　

わ
れ
讒
臣
の
誠
天
道
に
こ
た
へ
。
帝
を
悩
ま
し
申
す
べ
し
。
御
悩
し
き
り
に

及
ぶ
な
ら
ば
。
定
め
て
勅
使
立
つ
べ
き
な
り
。
参
内
な
く
は
屍
の
あ
と
の
御
志
と
思

ふ
べ
し
。

ワ
キ　

御
心
安
く
思
し
召
せ
。
た
と
ひ
勅
使
あ
り
と
て
も
。
一
二
度
ま
で
は
参
ず
ま

じ
。
重
ね
て
の
勅
使
い
か
な
ら
ん
。

シ
テ　

た
と
ひ
勅
使
は
重
な
る
と
も
。
参
内
な
き
こ
そ
肝
要
な
れ
。

ワ
キ　

王
地
に
住
め
る
身
の
な
ら
ひ
。
勅
使
三
度
に
及
ぶ
な
ら
ば
。
い
か
で
か
参
内

申
さ
ざ
ら
ん
。

シ
テ　

さ
て
は
師
檀
の
御
契
り
も
。
変
は
ら
せ
給
ふ
か
情
な
し
。
ま
こ
と
に
参
内
あ

る
な
ら
ば
。
八
万
四
千
の
火
雷
神
。
先
に
追
立
て
丞
相
が
。
奇
特
を
知
ら
せ
申
さ
ん

と
。

［
歌
］

地
謡　

菅
丞
相
の
御
気
色
。
菅
丞
相
の
御
気
色
。
に
は
か
に
色
を
変
じ
つ
つ
。
威
丈

高
に
な
り
給
ひ
て
。
さ
も
あ
れ
僧
正
よ
。
御
参
内
は
情
な
し
と
。
怒
り
躍
ら
せ
給
ふ

こ
と
。
身
の
毛
も
よ
だ
つ
ば
か
り
な
り
。
折
節
御
前
に
。
柘
榴
を
置
か
れ
た
り
け
る

を
。
お
つ
取
り
口
に
含
ん
で
。
は
ら
は
ら
は
ら
と
嚙
み
砕
き
。
妻
戸
に
く
わ
つ
と
吐

き
掛
け
。
火
焰
と
な
つ
て
燃
え
上
が
る
。
炎
に
紛
れ
て
失
せ
に
け
り
。
炎
に
紛
れ
て

失
せ
に
け
り
。

《
早
鼓
》

［
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
］

ア
イ　

か
や
う
に
候
ふ
者
は
。
延
暦
寺
第
十
三
代
の
座
主
。
法
性
坊
尊
意
僧
正
に
仕

へ
申
す
能
力
に
て
候
。
さ
る
に
て
も
僧
正
は
。
帝
王
御
悩
の
ご
祈
禱
の
た
め
。
五
壇

の
御
修
法
を
行
ひ
た
ま
ひ
て
候
ふ
が
。
な
ん
ぼ
う
不
思
議
な
る
こ
と
に
て
候
ふ
ぞ
。
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［
一
セ
イ
］

シ
テ　

雲
の
波
。
早
く
漲
る
川
波
に
。
鳴
る
神
振
動
お
び
た
た
し
。

［
ノ
リ
地
］

地
謡　

不
思
議
や
あ
れ
見
よ
白
川
の
。
不
思
議
や
あ
れ
見
よ
白
川
の
。

シ
テ　

面
は
さ
な
が
ら
。
紅
に
流
れ
。

地
謡　

紅
波
を
畳
み
矛
先
を
揃
ふ
る
。
払
ひ
の
中
に
。
菅
丞
相
か
と
現
は
れ
給
ふ
。

面
は
さ
な
が
ら
鬼
神
の
如
く
。
あ
た
り
を
払
つ
て
恐
ろ
し
や
。

［
ノ
リ
地
］

ワ
キ　

そ
の
時
僧
正
声
を
上
げ
。

地
謡　

そ
の
時
僧
正
声
を
上
げ
。
宣
旨
の
参
内
い
か
で
か
止
ま
ら
ん
た
だ
遣
り
か
け

よ
。
御
車
牛
飼
。
供
奉
の
人
々
。
川
波
に
向
か
へ
ば
。

ツ
レ　

火
雷
神
は
怒
り
。

地
謡　

何
か
は
渡
さ
ん
と
。
乱
れ
散
り
立
ち
向
か
ひ
。
鉾
鉄
杖
に
て
追
ひ
上
げ
給
へ

ば
。
所
は
白
川
の
東
の
岸
の
。
川
波
遥
か
に
追
ひ
か
へ
す
。

《
舞
働
》

［
ノ
リ
地
］

ワ
キ　

か
く
て
時
刻
も
移
り
し
か
ば
。

地
謡　

か
く
て
時
刻
も
移
り
し
か
ば
。
僧
正
流
る
る
水
に
向
か
ひ
て
。
こ
と
わ
り
給

ふ
ぞ
あ
は
れ
な
る
。
仮
初
な
が
ら
師
匠
の
恐
れ
。
ま
た
は
王
法
の
宣
旨
は
い
か
に
。

は
や
退
き
給
へ
と
く
ど
き
給
へ
ば
。
菅
丞
相
も
一
旦
の
恨
み
。
さ
ら
ば
御
車
を
内
裏

に
着
け
ん
と
。
丞
相
手
づ
か
ら
轅
に
す
が
り
。
所
は
白
川
ま
た
は
賀
茂
川
の
。
横
切

る
波
間
を
露
ほ
ど
も
濡
ら
さ
ず
。
内
裏
の
東
門
に
御
車
引
き
着
け
。
は
や
こ
れ
ま
で

ぞ
暇
乞
ひ
。
僧
正
も
車
よ
り
下
り
さ
せ
給
へ
ば
。
げ
に
あ
り
が
た
や
帝
も
御
平
癒
。

天
下
泰
平
国
土
安
穏
。
今
の
世
ま
で
も
天
満
天
神
と
。
現
は
れ
給
ふ
ぞ
あ
り
が
た
き
。

以　

上

ぎ
僧
正
に
お
ん
出
で
あ
つ
て
。
ご
祈
禱
あ
れ
と
の
勅
使
三
度
に
及
び
て
候
。
こ
の
上

は
僧
正
も
是
非
に
及
ば
ず
。
参
内
あ
ら
う
ず
る
と
の
お
ん
こ
と
に
て
候
ふ
ほ
ど
に
。

皆
々
お
ん
供
の
用
意
を
仕
り
候
へ
。
そ
の
分
心
得
候
へ
。
心
得
候
へ
。

《
一
声
》

［
一
セ
イ
］

ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ　

朝
日
影
。
巡
る
轅
や
小
車
の
。
飛
ぶ
さ
へ
遅
き
心
か
な

［
サ
シ
］

ワ
キ　

さ
て
も
こ
の
た
び
法
性
坊
。
帝
の
御
悩
し
き
り
に
て
、
勅
に
応
じ
て
参
内
の
。

車
遅
し
と
飛
ば
せ
け
り
。

［
上
歌
］

地
謡　

げ
に
や
十
善
万
乗
の
。
げ
に
や
十
善
万
乗
の
。
御
影
も
厚
き
こ
の
御
代
に
。

何
の
障
り
か
あ
る
べ
き
。
仏
法
も
栄
へ
王
法
の
。
君
の
威
光
も
な
ほ
高
き
。
時
に
あ

た
り
て
世
を
守
る
。
験
の
道
も
正
し
し
や
。
験
の
道
も
正
し
し
や
。

［
問
答
］

ワ
キ
ツ
レ　

不
思
議
や
な
に
わ
か
に
晴
天
か
き
曇
り
。
賀
茂
川
白
川
一
つ
に
な
つ
て
。

越
す
べ
き
や
う
こ
そ
な
か
り
け
れ
。

ワ
キ　

そ
の
時
僧
正
車
の
御
簾
を
高
く
上
げ
さ
せ
よ
く
見
れ
ば
。
波
に
は
あ
ら
で
丞

相
の
。
そ
の
怨
念
の
荒
御
先
。
矛
先
を
揃
へ
川
波
に
。
立
ち
塞
が
り
て
見
え
た
る
ぞ

や
。

［
上
歌
］

地
謡　

不
思
議
や
な
川
波
の
。
不
思
議
や
な
川
波
の
。
音
は
山
河
に
響
き
つ
つ
。
大

地
震
の
如
く
に
て
。
太
鼓
を
鳴
ら
し
幢
を
撞
き
て
。
悪
魔
外
道
の
荒
御
先
は
。
川
波

に
塞
が
り
。
洪
水
を
立
て
て
飛
ば
せ
け
り
。

《
早
笛
》


